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美幌町屋内多目的運動場基本構想（案）に対するパブリックコメント（意見公募）手続の実施結果 

 

 平成２９年７月２６日から８月２４日までの間、「美幌町屋内多目的運動場基本構想（案）」について、パブリックコメント（意見公募）手続を実施したところ、４件の要件を満たした

ご意見をいただきました。いただいたご意見の内容と、それに対する町の考え方及び回答を取りまとめましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

（平成29年8月31日） 

該当箇所 ご意見の内容 町の考え方 回答 

美幌町屋内多目的

運動場基本構想

（案） 

１ 当該運動場の利用見込人員数について 

 当該建設基本構想案（冊子）には、完成後の利用見込み人員

数が記載されておりません。そのデータが無いと、町民には、

その施設が本当に今必要なのか、そして、有効利用されるもの

なのか、を検討する判断材料がありません。 

２ 当該運動場の規模と建設工事費の比較について 

 当該建設基本構想案（冊子）には、類似視察施設の建物概要

と年間利用人数が記載されておりません。そのデータが無いと、

町民には、それらの施設と比較検討する判断材料がありません。 

 

 

 

３ 通所に関する利便性の配点見直しについて 

 建設予定候補地比較検討評価表によると、「市街地中心地から

の距離」が２ｋｍ以内であれば、一律、最大限度「３」の配点

がされており、過大な増点補正配点だと思います。つまり、美

幌高校付近に立地していても、市街地中心地と同等に無条件で

評点「３」が付設されることからして、利用者の立場から見る

と極めて不適切だと思います。私は利用者の徒歩による利便性

を考えると、例えば、逆に５００メートル単位で、（－１，－２，

－３，・・）が妥当だと思います。 

４ 交通弱者配慮の配点見直しについて 

 建設予定候補地比較検討評価表によると「標高が高い」の配

点が最大限度「－１」とされており、過小な減点補正だと思い

ます。私は利用者の徒歩による利便性を考えると、例えば、標

高５メートル単位で、「－１」ごとの減点累進補正（－１，－２，

－３，・・）が妥当だと思います。 

 完成後の利用見込人数については、基本構想の段階では、利用形

態やプログラム設定などを具体的に決めているものではありませ

んので、今後、利用可能な団体や利用区分を協議した中で、有効利

用できるように協議を進めていくこととしています。 

 

 視察した類似施設の建物概要や年間利用人数については、基本構

想の資料として提示はしておりませんが、町内のスポーツ関係団体

で構成された美幌町屋内多目的運動場整備検討会議において、他市

町の視察施設の利用状況等を参考にしながら、本町として必要とす

る利用可能な種目や最小限の競技スペースを検討し、規模を決めた

うえで、建設工事費の概算を積算したところです。 

 建設予定候補地比較検討評価表については、評価の基準や考え方

はそれぞれ異なるかと思いますが、町有地を優先に建設可能な７箇

所を相対評価の基準として設定したものであり、過度に評価してい

るものではありません。市街中心地といってもどこを基準にするか

で、違いが出てくるかと思いますが、現状の施設の利用を考えます

と自家用車での利用の外、自転車やワンコインバスなどといった利

用を考慮し半径２km圏内の住宅密集地からの評価点で、基準を定

めたものです。 

 

 標高についても現在の利用を考えますと、徒歩もしくは自転車で

行けないほどの標高であるとは考えにくく、極端に大きな減点とは

しておりませんが、冬道などの利便性も踏まえ総体的に妥当な評価

と考えております。 

 今後も利用団体との協

議・調整を図りながら、基

本設計・実施設計並びに整

備について、町民の皆様が

有効に利用できる施設整

備を進めて参りたいと考

えており、基本設計（案）

ができた段階で、再度広く

町民の皆様のご意見をい

ただきたいと思いますの

で、ご理解くださいますよ

うお願いします。 
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美幌町屋内多目的

運動場基本構想

（案） 

 多目的運動場について、非常にいいことだと思います。スポ

ーツの多様化に対して、子供達にも色々な体験が出来ると思い

ます。 

 東京オリンピックも行われることもあり、スポーツ全般が注

目される中オリンピック種目である、柔道、空手、日本古来の

武道、合気道そして空道と各種ありますが、美幌町内で唯一の

武道場であるあさひ体育センターが日曜に休館ということがと

ても残念であり他の町では例をみません。ぜひ、この機会に日

程の変更をお願いします。 

 近年、本町出身のスポーツ選手や青少年を中心として様々なスポ

ーツで活躍をしてくれています。そうした活動を維持し支援してい

くためにも町民の皆さまが親しめる施設の整備に努めて参りたい

と考えております。 

武道については、あさひ体育センターを中心に利用団体により活

動いただいておりますが、効果的・効率的に利用できるよう今後も

既存施設を含め、利用する体育団体と調整を図ってまいります。 

 

今後も利用団体との協

議・調整を図りながら、基

本設計・実施設計並びに整

備について、町民の皆様が

有効に利用できる施設整

備を進めて参りたいと考

えており、基本設計（案）

ができた段階で、再度広く

町民の皆様のご意見をい

ただきたいと思いますの

で、ご理解くださいますよ

うお願いします。 

美幌町屋内多目的

運動場基本構想

（案） 

１．美幌町の運動施設の現状と課題について（P.2) 

意見：既存施設の現状にて、スポーツセンターの老朽化、耐震

補強工事の対応が急務であり、大改修が必要であると記載され

てます。 

 記載されている通り、優先されるべき事業は既存施設の長寿

延命化や充実であるはずなのに、この時期に新規事業に着手す

るのはどうような行動計画や判断にて決定しているのか回答願

います。 

 又、耐震補強工事を行いつつ、使用者のニーズに合わせて既

存の施設（スポーツセンター以外も含む）を改築や改修する対

応（少子高齢化により、今後、利用者は増加よりも、減少する

と考えます）で、十分町民のニーズには答えていけるのでは？

と考えますが、既存施設を生かす方向性で不十分と判断する根

拠も提示して頂きたいです。 

 

 

 

 

 

２．既存施設の利用状況（実績）について（P.4) 

意見：スポーツセンターの施設利用実績について前年比で99%

 スポーツセンターの耐震補強工事につきましては、平成30年度

に着工することで計画しており、既存施設の延命化と有効利用を進

めてまいります。 

 屋内多目的運動場については、以前より室内ゲートボール場の建

設陳情など、多くの町民の皆様から要望されておりましたが、年数

の経過とともに幅広い世代が利用しやすい多目的な施設の建設が

望まれてきました。 

平成25年度～26年度に開催した町内スポーツ関係団体により構

成されたスポーツ政策検討会議において、屋内多目的運動場の建設

の必要性が提言され、第6期美幌町総合計画及び美幌町公共施設等

総合管理計画並びに第 7 次美幌町社会教育中期計画に整備検討が

記載された事業であり、今後の財政計画を踏まえ、将来の見通しを

立てた中で、総合的に判断させていただいたところです。 

 また、屋内多目的運動場はスポーツセンターなどの既存施設とは

異なる屋外競技を主とした人工芝の屋内施設であり、冬期間や雤天

時などにも有効に利用できる施設を整備したいと考えております。 

将来人口が減ってくることが予想されますが、新たな施設を整備

することで競技人口や活動の場を増やし、活動の頻度や町民の交流

機会を増やすことが期待できます。 

スポーツセンターの利用状況については、利用者の対象によって

利用時間や種目の利用調整を行っていますが、使用したい時間が錯

今後も利用団体との協

議・調整を図りながら、基

本設計・実施設計並びに整

備について、町民の皆様が

有効に利用できる施設整

備を進めて参りたいと考

えており、基本設計（案）

ができた段階で、再度広く

町民の皆様のご意見をい

ただきたいと思いますの

で、ご理解くださいますよ

うお願いします。 
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と現状維持又は、減少？と考えますが、今後も施設の不足が続

くと判断する根拠はどこにあるのか？回答願います。（３年では

なく10年ほどの利用実績も公表願います。） 

 又、１）項のH28年のスポーツセンターの利用実績 34,581

人に対して２）項のスポーツセンター種目別利用状況（平成28

年度）では37,016人？と約2,500人ほどの乖離が発生していま

す。 

 利用実績や利用状況については正確な情報が必要ではないで

しょうか？不正確な情報で利用状況を判断をしているなら  

事業の必要性に疑問を感じますが、どのように現状を把握して

いるのか回答願います。 

 

 

II 屋内多目的運動場整備の必要性の内容について（P.5) 

「町民の運動・スポーツに関するアンケート調査」の結果につ

いて（n=650) 

 必要である 43.5％ 必要性を感じない, 16. 3% わからな

い ,25.4% 無回答,14.8% 

意見：当時の”必要である”以外の回答の内訳は上記となりま

す。”必要である”という意見よりも、その他の意見の方が多い

アンケート結果について整備を望む声、ニーズが高まっている

という判断はどのような基準において判断しているか回答願い

ます。又、本結果は平成 25 年度に実施した結果であり、現在

は平成 29 年であり、４年経過し、当時の状況より少子高齢化

も進行しており、町民のニーズは常に変化していると考えます。 

 高額な費用が必要な事業に関しては、施設の必要性の有無に

ついて、パブリックコメントとは別に、再度、町民に意見を確

認する機会を求める事（18歳以上の全町民へのアンケートや住

民投票等）を希望します。 

意見：本計画について事業の必要性や整備概要については記載

されておりますが、建設後の使用予想（使用率）や、維持・管

理費（利用料で補う？町税にて維持？）など、建設後の事業費

用について一切記載されておりません。 

綜したり、種目が異なるとスペースが使えない状況にあります。 

特に屋外競技スポーツが屋内に移行する冬期間は週に 1 回しか

使用できない種目もあり、利用調整が難しい状況で十分な活動場所

を提供できない状況にあります。子供達や町民の皆様が定期的・効

果的な活動が出来るよう施設の整備を進めていきたいと考えてい

ます。 

また、基本構想（案）４Pの１）主な社会体育施設利用実績は、

平成28年（暦年）での利用実績数で表示してあり、２）のスポー

ツセンター利用状況については、平成28年4月～平成29年3月

までの年度での種目毎の傾向を示したもので、利用実績の数字に差

が生じてしまいました。数字の違いに誤解を招いてしまいました

が、スポーツセンターの過去10年（暦年）の利用実績は右表のと

おりです。 

町民の運動・スポーツに関するアンケート調査については、平成

25年度に実施したもので、20～70歳の650名の町民に回答いただ

きました。その後、町内のスポーツ関係者で構成されたスポーツ政

策検討会議において、アンケートの結果も踏まえ、屋内多目的運動

場の必要性が提言されました。また、美幌町総合計画策定会議にお

いても多くの策定委員からのご意見をいただき、第6期美幌町総合

計画及び美幌町公共施設等総合管理計画並びに第 7 次美幌町社会

教育中期計画に整備検討が位置付けられた事業であり、総合的に判

断したものであります。したがいまして、パブリックコメントと別

に、施設の必要性の有無についてを問うアンケートの実施は考えて

おりませんので、ご理解をお願いします。 

 

 

 

 

 

施設建設後の使用率や維持管理費につきましては、基本構想の段

階では、具体的な利用形態やプログラム設定を定めておりませんの

で、今後、利用団体との協議の中で調整を図り、効率的な利用に努

めていきたいと考えております。また、維持管理費についても効率

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 10 年のスポーツセン

ター利用実績 

年 人数 

H28 34,581人 

H27 35,001人 

H26 32,486人 

H25 34,124人 

H24 32,859人 

H23 37,044人 

H22 34,095人 

H21 26,523人 

H20 37,043人 

H19 35,592人 
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 建設後の事業予想や事業費用について作成して公表する必要

があると考えます。 

的な省エネ設計や適正な使用料設定など、管理運営にあたっては、

過大な負担とならぬよう、基本設計・実施設計の中で検討を重ね、

維持管理経費の抑制に努めてまいります。 

美幌町屋内多目的

運動場基本構想

（案） 

まず最初に、パブリックコメントについてですが、今回この

意見書を募っていることを伝書鳩にて知りました。 

町からも告知は毎回様々な議案についてしているとは思いま

すが、いつも知るのは町からではなく、伝書鳩や、ネットで 

話題になっている時です。もっと大々的に広く周知しないと町

民からの意見を聞いたとは言えないのではないでしょうか。 

 今回の基本構想についてですが、平成２５年度のアンケート

結果を踏まえて計画が必要と言いながら、４３%が必要と答え

たのではなく、６割弱は必要あると答えていないという結果で

した。このアンケートの詳細をネットでも確認しましたが、新

たな施設を作るという話ではなく、どこの施設も１年を通じて

使っていないという人が一番多く、一番多く利用しているのが

公園や広場ですよね。このアンケート結果から何をもって屋内

施設建設の要望が多いと読み取れるのでしょうか。作ることあ

りきで始まり、いつものごとくパブリックコメントも「原案の

通りにし、意見は参考に」で終わるのではないかとこの意見を

書きながら半ば諦めていますが…。町民はどんどん減っていま

す。高校を卒業した子や大学へと進学した有能な若い子が町外

へ就職する流れも止められず、旭小学校は今年度、４年生まで

１クラスになってしまいました。 

子供が減り続けているのに施設を増やしてどう負担していく

のでしょうか。そういう大事なことは後回しになってませんか。 

もうすでにトレセン、スポセン、コミセン、マナセン、あさ

ひ体育センター、しゃきっと、柏が丘陸上競技場。どういった

利用条件になっているのかわからない立派なテニスコートもあ

ります。子供がたくさんいた頃からの既存の運動施設はこの少

子化の町に溢れてます。子供が減ってきて利用者も当然減って

いるのに利用者のニーズが高まっているとはどういうことでし

ょうか。 スポーツに関わっていない子を持つ親から見ると、

子供が減り、子供たちの部活動の種類も人数も減り、以前より

パブリックコメントの周知については、パブリックコメントの実

施時期から、町のホームページ及び地元新聞への掲載により、町民

の皆様に周知させていただきました。ご意見を参考とさせていただ

き、多くの町民に知ってもらえるよう今後も努力して参りたいと思

います。 

 

町民の運動・スポーツに関するアンケート調査の結果について

は、町内のスポーツ関係者で構成されたスポーツ政策検討会議にお

いて、アンケート結果も踏まえ、屋内多目的運動場の必要性が提言

されました。また、町の総合計画策定会議においても、多くの策定

委員からのご意見をいただき、第6期美幌町総合計画及び美幌町公

共施設等総合管理計画並びに第 7 次美幌町社会教育中期計画に整

備検討が位置付けられた事業でありますので、ご理解をお願いしま

す。 

人口減少と少子高齢化が進む中、ご意見いただいたように様々な

課題が山積しております。人口減少という中にあっても、町民が健

康で活力に満ちた生活を過ごしてもらうために、運動スポーツは、

必要不可欠であると認識しており、特に近年の青少年のスポーツで

の活躍は素晴らしいものがあります。このように様々なスポーツ団

体が活動し、新たなスポーツ少年団も誕生しておりますが、定期

的・継続的な活動が十分に出来ない状況にもあります。このような

状況から安全で快適な活動環境の中で、多様な世代の方に利用が可

能となる多目的運動施設を整備し、既存の運動施設はもちろんのこ

と、様々な利用形態やニーズに対応できる施設を整備していくもの

でありますので、ご理解願います。 

計画にある工事費につきましては、本町として必要とする利用可

能な種目や最小限の競技スペースを検討し、規模を決めたうえで、

建設工事費の概算を積算したもので、実施時期も含め今後の財政計

画を踏まえ、将来の見通しを立て総合的に判断させていただいたと

ころです。 

今後も利用団体との協

議・調整を図りながら、基

本設計・実施設計並びに整

備について、町民の皆様が

有効に利用できる施設整

備を進めて参りたいと考

えており、基本設計（案）

ができた段階で、再度広く

町民の皆様のご意見をい

ただきたいと思いますの

で、ご理解くださいますよ

うお願いします。 
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利用しやすくなってるはずなのに？ と、不思議でしょうがあ

りません。どうしても冬期間の施設が必要なら身の丈にあった

既存の運動場整備の充実にしたらいいのではないでしょうか。 

びほーるも今、二度目の改修をしていてずいぶんと立派な建

物が作られようとしています。役場も新しくしないと耐震にひ

っかかるのではないですか？今回のこの計画の工事費が六億五

千万。次から次へとそんなお金どこから出すのでしょうか。ど

のくらいの人数の利用を見込んでいて、維持管理するために必

要な利用料は利用者から取れる見積もりなのでしょうか。少年

団や、スポーツに関わる団体の利便性ばかりで、その維持はど

のくらいの経費がかかり続けていくのでしょうか。 

子供が年々減り続けてお年寄りばかりの町です。町外からも

来てくれ利用料も見込めるような魅力的な、釧路にある「遊 

学館」の様な施設を作るというならまだわかりますが、これ以

上一部の人しか使わない維持費のかかる施設はいらないと思い

ます。 

 

 

 

施設の維持管理費についても効率的な省エネ設計や適正な使用

料設定など、管理運営にあたっては、過大な負担とならぬよう基本

設計・実施設計の中で検討を重ね、維持管理経費の抑制に努めてま

いります。 

少子高齢化が進む中にあっても、幼児から高齢者までが、より快

適で安全に活動できる環境を整え、地域住民の活発な活動拠点とし

て利用しやすい施設整備に努めて参ります。 

 

 


